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ACCUプログラム

「サルボダヤ運動」と共同でスリランカにLRC設立 

スリランカLRC設立会議は、2003年3月13日、14日、コロンボの南隣モラトゥア市にあるNGO「サルボダヤ運動」本部の会議室で、政府代表、NGO代表、識者等約30名が出席して行われた。 
　会議では、スリランカでLRC事業を展開するにあたって、関係者の理解を深め、ネットワークを広げる契機とするとともに、LRCの目的、利用者、果たすべき機能などを含む設置要項案が議論された。

スリランカLRCは、2003年６～７月には、活動開始を予定している。社会的に恵まれない人々を対象とする学校外教育についての資料提供やネットワーク構築を行うとともに、ジェンダーに関する意識啓蒙を図るなど教育関連の目的のほかに、文化遺産や地元に伝わる優れた知恵についても資料を収集するとうたっているのが特徴だ。

「サルボダヤ運動」は、1958年にＡ.Ｔ.アリヤラトネ博士が開始した農村開発事業を行う団体で、現在、活動はスリランカ全土をカバーし、アジア屈指のNGOだ。

サルボダヤの若いスタッフと、モラトゥアの町で土産物屋などを冷やかしていた時である。売り子の一人は、タミール・シンハラ両民族の紛争地区の出身で、家を失い、家族全員でコロンボ近郊のキャンプに住んでいるが、そこでもサルボダヤは支援活動をしているという。彼がそのことを感謝し、彼の同僚がサルボダヤでボランティアを希望する一幕に出くわした。スリランカ社会におけるサルボダヤの活動の浸透を示すエピソードだと思う。

サルボダヤの広範なネットワークと地道でしかも多彩な活動が、アジア太平洋地域のACCU－LRCネットワークと有機的に組み合わされれば、すばらしいスリランカLRCに発展していくことが期待される。

柴尾智子（ACCU教育協力課課長） 
[注]　ACCUの事業ではLRCは「女性のための識字教育センター」(Literacy Resource Centre for Girls and Women)の意味であるが、スリランカでは、識字率が比較的高く（2000年ユネスコ推定で91.6%）、識字率の男女差も南アジアの国としては小さいため、「学習センター」（Learning Resource Centre）の意味でのLRCが選ばれた。
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